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【
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
関
係
】

上
博
楚
簡
総
論

上
博
楚
簡
の
発
見

ま
ず
は
じ
め
に
上
博
楚
簡
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て
、
馬
承
源
主

編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
の
「
前
言
：
戦
国
楚
竹

書
的
発
現
保
護
和
整
理
」
を
中
心
に
、
そ
の
概
略
を
記
し
て
み
よ

{？ 

一
九
九
四
年
春
、
上
海
博
物
館
の
馬
承
源
元
館
長
の
も
と
に
香

港
の
張
光
裕
教
授
か
ら
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
送
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は

香
港
の
骨
董
市
場
に
現
れ
た
竹
簡
の
築
本
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は

『
易
』
の
一
部
や
文
王
と
周
公
と
に
関
わ
る
内
容
が
含
ま
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
馬
氏
は
張
氏
に
さ
ら
に
多
く
の
築
本
を
送
る
よ
う
求

め
、
あ
ら
た
に
送
ら
れ
て
き
た
築
本
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
未
知

の
先
秦
の
古
籍
で
あ
り
、
戦
国
楚
簡
の
文
字
と
一
致
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
た
め
、
張
氏
に
購
入
の
斡
旋
を
依
頼
し
た
。
当
時
、
香

港
は
返
還
前
で
渡
航
手
続
き
に
ニ
・
三
ヶ
月
を
要
し
、
竹
簡
の
流

出
•
分
散
を
防
ぐ
上
で
、
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
送
ら
れ
て
き
た
三
十
数
ペ
ー
ジ
の
築
本
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
竹
簡
は
す
べ
て
先
秦
の
古
籍
で
、
『
易
』
以
外
の
大
部
分
が
未

知
の
文
献
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
張
氏
に
鑑
定
結

果
の
要
点
を
連
絡
し
、
あ
ら
た
め
て
竹
簡
の
保
存
状
態
や
文
字
の

書
法
・
墨
色
な
ど
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
報
告
を
求
め
、
そ
れ
ら

を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
購
入
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
年

五
月
、
こ
れ
ら
の
竹
簡
が
上
海
博
物
館
に
送
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら

に
そ
の
年
の
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
先
に
購
入
し
た
竹
簡
の
残
欠

部
と
み
ら
れ
る
ひ
と
ま
と
ま
り
の
竹
簡
が
市
場
に
現
れ
た
。
す
で

に
歳
末
を
ひ
か
え
て
上
海
博
物
館
に
は
資
金
が
な
か
っ
た
が
、
幸

い
に
も
香
港
在
住
の
支
援
者
が
共
同
出
資
し
て
買
い
取
り
、
こ
れ

ら
の
竹
簡
も
上
海
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
香
港
か
ら
上
海
博
物
館
に
送
ら
れ
た
竹
簡
は
、

そ
の
後
三
年
に
わ
た
っ
て
脱
水
と
汚
れ
を
除
去
す
る
保
存
処
理
が

ほ
ど
こ
さ
れ
、
一
九
九
七
年
か
ら
整
理
・
研
究
が
進
め
ら
れ
た
。

一
九
九
九
年
一
月
五
日
付
の
中
国
の
日
刊
紙
「
文
雁
報
」
に
よ
れ

ば
、
竹
節
は
―
二

O
O
余
簡
、
字
数
約
三
五

0
0
0。
内
容
は
儒

家
・
道
家
・
兵
家
・
雑
家
な
ど
の
文
献
八
十
種
余
り
に
お
よ
び
、

そ
の
多
く
は
侠
書
。
八
十
種
の
内
の
主
な
も
の
に
は
『
易
経
』
『
詩

論
』
『
細
衣
』
『
子
羊
~
』
『
孔
子
間
居
』
『
影
祖
』
『
楽
礼
』
『
曾
子
』

『
武
王
践
昨
』
『
賦
』
『
子
路
』
『
恒
先
』
『
曹
沫
之
陣
』
『
夫
子
答

史
菌
問
』
『
四
帝
二
王
』
『
曾
子
立
孝
』
『
顔
淵
』
『
楽
書
』
な
ど
が

あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
竹
簡
の
正
式
な
報
告
書
は
、
全
六
冊
と
し
て
上
海
古
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籍
出
版
社
か
ら
刊
行
が
計
画
さ
れ
、
二

0
0
一
年
十
一
月
に
第
一

冊
の
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
(
-
)
』
、
二

0
0
二
年
十
二

月
に
第
二
冊
の
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
二
）
』
が
刊
行
さ

れ
た
。
第
一
冊
に
は
『
孔
子
詩
論
』
『
紺
衣
』
『
性
情
論
』
、
第
二

冊
に
は
『
民
之
父
母
』
『
子
羊
~
』
『
魯
邦
大
旱
』
『
従
政
（
甲
篇
・

乙
篇
）
』
『
昔
者
君
老
』
『
容
成
氏
』
の
全
竹
簡
の
図
版
・
釈
文
考

釈
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
』

（
上
海
書
店
出
版
社
、
二

0
0
二
年
三
月
）
所
収
の
「
馬
承
源
先

生
談
上
海
簡
」
に
よ
れ
ば
、
第
三
分
冊
に
は
音
楽
方
面
の
内
容
を

も
っ
た
著
作
や
道
家
に
関
す
る
侠
書
で
あ
る
『
恒
先
』
、
最
古
の
『
易

経
』
の
テ
キ
ス
ト
な
ど
四
篇
が
収
録
さ
れ
る
と
い
う
。

出
土
地
と
書
写
年
代

上
博
楚
簡
は
、
盗
掘
さ
れ
て
香
港
の
骨
董
市
場
に
流
出
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
出
土
時
期
や
出
土
地
な
ど
は
一
切
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
の
「
前
言

•
•
戦
国
楚
竹
書
的
発
現
保
護
和
整
理
」
は
出
土
地
に
つ
い
て
、
湖

北
省
か
ら
の
出
土
で
あ
る
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
流
出
し

た
時
期
が
郭
店
一
号
楚
墓
の
盗
掘
時
期
と
接
近
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
郭
店
墓
地
出
土
の
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
確
証
は
な
い

と
い
う
。
ま
た
、
竹
簡
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
「
上
海
博
物
館
竹
簡

様
品
的
測
量
証
明
」
と
中
国
科
学
院
上
海
原
子
核
研
究
所
の
分
析

に
よ
っ
て
戦
国
後
期
と
い
う
測
定
結
果
が
出
さ
れ
て
お
り
、
竹
簡

の
内
容
や
字
体
の
検
討
、
郭
店
楚
簡
と
の
比
較
な
ど
を
総
合
し
て
、

楚
が
郡
か
ら
都
を
遷
す
（
前
二
七
八
）
以
前
の
貴
族
の
墓
に
副
葬

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

な
お
、
前
述
し
た
「
馬
承
源
先
生
談
上
海
簡
」
（
『
上
博
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
研
究
』
所
収
）
に
は
、
ニ
ニ
五
七
土
六
五
年
前
と
い
う

中
国
科
学
院
上
海
原
子
核
研
究
所
の
測
定
値
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
九
五

0
年
を
定
点
と
す
る
国
際
基
準
に
し
た
が
え
ば
、
前
三
〇

八
士
六
五
年
、
す
な
わ
ち
前
三
七
三
年
か
ら
前
二
四
三
年
と
な
り
、

下
限
は
上
述
の
よ
う
に
秦
の
白
起
が
郡
を
占
領
し
た
前
二
七
八
年

に
設
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
書
写
年
代
は
前
三
七
三
年
か
ら
前
二

七
八
年
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
海
博
物
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
と
郭
店
楚
簡
と
は
、
戦
国
時
代
の
楚
墓
に
副
葬
さ
れ
た
ほ

ぽ
同
時
期
の
資
料
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

中
国
古
代
思
想
史
研
究
上
の
意
義

現
在
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
文
献
の
個
別
的
な
意
義
に
つ
い
て
は

各
論
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
可
能
な
限
り
総
体
的
な
視
点
か
ら
、

中
国
古
代
思
想
史
研
究
に
お
け
る
上
博
楚
簡
の
意
義
に
つ
い
て
、

儒
家
思
想
を
中
心
に
述
べ
て
み
よ
う
。
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上
博
楚
簡
に
は
、
第
一
冊
所
収
の
『
孔
子
詩
論
』
や
第
二
冊
所

収
の
『
子
羊
~
』
『
魯
邦
大
旱
』
『
民
之
父
母
』
（
『
孔
子
間
居
』
を
改

称
）
の
よ
う
に
、
孔
子
お
よ
び
そ
の
弟
子
に
関
わ
る
文
献
が
含
ま

れ
て
い
る
。
ま
た
『
孔
子
詩
論
』
の
「
釈
文
考
釈
」
に
は
「
孔
子
」

の
合
文
の
検
討
に
関
連
し
て
、
未
公
表
の
『
顔
淵
』
『
子
路
』
『
仲

弓
』
の
用
例
が
図
版
と
と
も
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
上
述
し
た
「
文

雁
報
」
に
は
、
こ
の
他
『
曾
子
』
『
曾
子
立
孝
』
『
夫
子
答
史
菌
問
』

な
ど
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
さ
ら
に
二

0
0
一
年
八
月
に
上
海
博
物

館
を
訪
問
し
た
際
、
中
国
歴
代
書
法
館
に
『
孔
子
間
居
』
『
絆
衣
』

『
武
王
践
昨
』
『
周
易
』
と
と
も
に
『
季
桓
子
』
と
名
づ
け
ら
れ
た

竹
簡
の
拡
大
パ
ネ
ル
（
各
二
簡
）
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文

献
も
孔
子
と
関
連
を
も
つ
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
同
じ
く
儒
家
系
文
献
を
中
心
と
す
る
郭
店
楚
簡
の
場
合

は
、
『
魯
穆
公
問
子
思
』
『
細
衣
』
『
五
行
』
な
ど
、
孔
子
の
孫
と

さ
れ
る
子
思
お
よ
び
そ
の
後
学
と
密
接
な
関
連
を
示
す
文
献
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
両
者
の
相
違
を
端
的
に
示
す
例
と

し
て
、
上
博
楚
簡
に
は
上
述
の
よ
う
に
『
孔
子
詩
論
』
『
民
之
父
母
』

『
子
羊
~
』
『
魯
邦
大
旱
』
『
顔
淵
』
『
子
路
』
『
仲
弓
』
な
ど
複
数
の

文
献
に
「
孔
子
」
の
用
例
が
見
え
る
の
に
対
し
、
郭
店
楚
簡
に
は

全
八

0
四
枚
の
竹
簡
の
ど
こ
に
も
「
孔
子
」
の
文
字
が
見
え
な
い

と
い
う
現
象
が
指
摘
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
郭
店
楚
簡
『
細
衣
』
と

上
博
楚
簡
『
紺
衣
』
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
と
上
博
楚
簡
『
性

情
論
』
の
よ
う
に
両
者
に
重
出
す
る
文
献
が
あ
る
こ
と
も
十
分
に

認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
上
述
の
相
違
点
に
注
目
す
る
な

ら
ば
、
郭
店
楚
簡
と
上
博
楚
簡
と
は
同
じ
儒
家
系
文
献
で
も
系
列

を
異
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
上
博
楚
簡
に
は
孔
子
と

そ
の
弟
子
に
関
わ
る
文
献
が
多
く
含
ま
れ
、
し
か
も
そ
の
大
部
分

は
侠
書
で
あ
る
と
い
う
特
色
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
上
博
楚
簡
の
意
義
の
一
っ
と
し
て
、
と
く
に
初

期
の
儒
家
思
想
の
形
成
に
関
す
る
多
く
の
貴
重
な
資
料
を
含
む
点

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
侠
書
の
発
見
と
い
う
点
の

み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
偽
書
と
し
て
そ
の
資
料
性
が
疑
問
視
さ
れ
て

き
た
『
孔
子
家
語
』
な
ど
の
伝
世
文
献
に
つ
い
て
も
、
上
博
楚
簡

の
発
見
に
よ
っ
て
資
料
批
判
が
進
展
し
、
そ
の
意
義
が
再
評
価
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
孔
子
や
弟
子
た
ち
の

伝
記
に
つ
い
て
も
、
『
史
記
』
孔
子
世
家
や
仲
尼
弟
子
列
伝
な
ど
の

伝
世
資
料
を
補
訂
す
る
新
た
な
知
見
が
加
え
ら
れ
る
可
能
性
も
高

、。
9
>
 儒
家
思
想
と
い
う
点
か
ら
も
う
―
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、

儒
教
の
経
典
で
あ
る
六
経
の
成
立
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
六
経

と
は
、
『
詩
経
』
『
書
経
』
『
礼
経
』
『
楽
経
』
『
易
経
』
『
春
秋
経
』

の
六
種
を
さ
す
。
わ
が
国
で
は
こ
れ
ま
で
、
六
経
の
成
立
を
秦
漢

以
後
と
み
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
郭
店
楚
簡

の
『
六
徳
』
『
語
叢
一
』
に
「
詩
・
・
礼
•
楽
・
易
•
春
秋
」
の

(48) 



並
称
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
た
だ
し
『
語
叢
一
』
の
「
書
」
の

部
分
は
餓
失
）
、
六
経
の
成
立
が
戦
国
中
期
以
前
に
湖
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
通
説
に
お
け
る
最
大
の
根
拠
の
―
つ
は
、
『
易
』

の
経
典
化
を
秦
漢
以
後
と
す
る
点
に
あ
っ
た
が
、
上
博
楚
簡
の
中

に
多
数
の
儒
家
関
係
の
著
作
と
と
も
に
『
易
』
が
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
『
易
』
の
経
典
化
が
戦
国
中
期
以
前
に
渕
る
こ
と

が
具
体
的
に
実
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
浅

野
裕
一
「
戦
国
楚
簡
『
周
易
』
に
つ
い
て
」
〈
『
中
国
研
究
集
刊
』

第
二
九
号
、
二

0
0
一
年
―
二
月
〉
参
照
）
。
ま
た
上
博
楚
簡
の
中

に
は
、
『
楽
礼
』
や
『
楽
書
』
な
ど
楽
に
関
す
る
侠
書
が
含
ま
れ
て

お
り
、
早
期
に
亡
侠
し
た
た
め
に
長
ら
く
そ
の
実
態
が
不
明
と
さ

れ
て
き
た
『
楽
経
』
に
つ
い
て
も
、
解
明
に
む
け
て
大
き
な
進
展

が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
、
上
博
楚
簡
の
意
義
に
つ
い
て
、
儒
家
思
想
研
究
を
中
心

に
現
時
点
に
お
け
る
見
通
し
を
述
べ
て
み
た
。
上
博
楚
簡
に
は
、

儒
家
系
文
献
以
外
に
も
道
家
の
文
献
で
あ
る
『
恒
先
』
や
道
家
と

の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
『
彰
祖
』
と
い
っ
た
文
献
も
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
他
、
兵
家
や
雑
家
な
ど
の
諸
思
想
に
関
わ
る
文
献
も
存

在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
上
博
楚
簡
や
郭
店
楚
簡
な
ど
の
新
出
土
資

料
が
、
伝
世
資
料
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
旧
来
の
中
国
古
代
思
想

史
の
枠
組
み
に
大
き
な
変
更
を
迫
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。

（
福
田
哲
之
）

(49) 




